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苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
に
な
る
浜
原
烏

の
海
岸
か
ら
苫
小
牧
工
業
港
を
み
る
（
右
上
方
）

す
で
に
着
工
の
段
階

「
暴
力
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
」
と
も
評
さ
れ
る
新

全
総
計
画
は
従
来
、
こ
の
計
画
の
も
っ
と
も
強

力
な
推
進
者
を
自
負
し
て
き
た
田
中
新
首
相
自

身
の
手
画
し
を
う
げ
ろ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
お
手
並
み
へ
の
国
民
の
関
心
の
強
さ

に
よ
っ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
、
か
の
小

冊
子
「
日
本
列
島
改
造
論
」
の
論
調
は
、
期
待

に
反
し
て
新
全
総
を
基
本
的
に
は
な
ん
ら
昌
改

造
」
す
る
意
図
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

逆
に
、
新
内
閣
を
擬
し
た
日
本
資
本
主
義
は
、

新
全
総
的
発
想
の
も
と
で
の
日
本
列
島
改
造
に

本
格
的
に
踏
み
出
し
た
と
み
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

－
そ
し
て
、
む
つ
小
川
原
や
大
隅
の
巨
大
開
発

が
全
国
的
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る

な
あ
で
、
比
較
的
に
影
の
う
す
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
の
が
苫
小
牧
東
部
開
発
で
あ
る
。
し
か

し
、
全
国
で
十
指
を
数
え
る
遠
隔
地
大
規
模
工

業
開
発
の
候
構
地
の
な
か
で
、
苫
小
牧
東
部
は

机
上
計
画
か
ら
具
体
的
な
工
車
叢
工
の
段
階
へ

と
い
う
、
も
っ
と
も
早
い
ペ
ー
ス
で
開
発
の
進

捗
を
み
て
い
る
。
そ
う
し
た
先
行
蛙
に
よ
っ

て
、
同
じ
牲
格
を
も
つ
他
の
巨
大
開
発
に
対
す

る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
い
う
役
割
を
も
担
わ
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

モ
デ
ル
と
い
う
表
現
に
は
、
地
域
開
発
か
ら

国
土
開
発
へ
の
転
換
と
い
う
状
況
の
も
と
で
の

同
質
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
の
時
間
的
な
先
行
牲

分
店
く
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
／
邁
－
抵

と
い
う
憲
殊
の
ほ
か
に
、
苫
小
牧
東
部
の
巨
大

開
発
が
北
海
道
と
い
う
相
対
的
に
特
殊
な
基
盤

に
立
脚
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
新
全
総
計
画
の

憲
図
が
も
っ
と
も
純
化
さ
れ
た
形
で
展
開
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
含
ん
で
い
る
。

六
ヶ
所
や
志
布
志
で
巨
大
開
発
に
対
す
る
住

民
の
拒
絶
反
応
が
高
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
苫

東
地
域
に
は
そ
の
種
の
住
民
運
動
は
、
ま
っ
た

く
の
無
風
状
態
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
原
発

や
火
力
発
電
の
問
題
で
は
、
北
海
道
電
力
や
知

罫
に
対
決
姿
勢
を
示
し
て
い
る
全
道
労
協
や
社

会
党
道
本
部
は
同
じ
漁
業
破
壊
、
大
気
汚
染
な

ど
の
危
険
を
も
っ
て
い
る
苫
小
牧
東
部
開
発
に

は
白
紙
状
態
、
も
し
く
は
開
発
推
進
の
立
場
に

ーある。
今
泰
の
着
工
予
算
獲
得
合
戦
に
お
い
て
、
社

会
党
北
海
道
本
部
は
国
会
、
遵
議
会
の
議
員
団

を
大
挙
上
京
さ
せ
、
北
海
道
開
発
庁
や
知
華
の

援
護
射
撃
ま
で
買
っ
て
出
て
い
る
。
他
方
、
共

産
党
は
、
「
大
企
業
奉
仕
の
開
発
反
対
」
を
抽

象
的
に
繰
り
か
え
す
の
み
で
、
同
党
が
最
近
、

得
意
と
す
る
具
体
的
な
対
決
策
づ
く
り
は
遅
れ

て
い
る
よ
う
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
苫
束
計
画
は
道
民
に

歓
迎
さ
る
べ
き
も
の
で
、
た
だ
日
本
経
済
の
景

気
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
完
成
の
時

期
だ
け
が
問
題
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
か
ね
な

い
。
そ
こ
で
、
先
行
性
の
主
要
な
条
件
と
な
っ

た
、
北
海
道
庁
に
よ
る
用
地
先
行
取
得
の
実
態

と
問
題
点
の
検
討
を
中
心
に
、
苫
小
牧
東
部
巨

大
開
発
の
特
色
と
睦
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
を
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第1衰　苫小牧東部における工業開発構想

薬　種生産規摸　出荷額　用　地　用水　従業者

ha　　千山田　　　　　へ

1，700　60010．000

760　100　1，000

800　780　6，500

700　19013．000

l鮮）∴∴封）　2．600

400　　30　8，000

千トン．I年∴∴∴低調

鉄　鋼　20，000　8，596

手バ「レ村田

石油精製l．000　4．258
キトン／ヰ

石油化学　1，600　6，437

キトン／隼

アル　ミ　1，000　3．640

キトン／ヰ

240

年lン／牟

60

キトン／ヰ

亜　　鉛　150

千台Iヰ

自動車　　500　2，500
その他　　　　6．084　2．0的∴290　8，的0

万置場

屯　力　　300　　　－　150　　－

台i　計

（注）46年度北海道都市学会資料より引用．重力の織発電規操は
000万kwで鉄鋼、石油精製用地軸こ缶l50万！富を想急

（単位：面牧山、金額百万円）
％牛虎まで

第2表　苫小牧真部工業団地買収実繍

4時鹿　I5年度　　　　　　　　　　　　46年度

分　訂㌃㌃頒霜額音響響恕両税讐盤F贋蝶理分　　　　　　　　　　　　汁　　　　一一二∴iここ．＿

殺∴会i領両横節義面積∴金∵額面積金i鯖
27　140　857　3，811　384　3，954　6，261柳，227

幻　140　　857　3．814

95∴∴∴∴2．683

364

230

95∴∴∴∴3．277

45

537

1的　　　　　3，814

有∴∴地l．810　5m3　3，56711．160

希∴∴池

井∴∴∴l朝0　5．113　3．567　日．160

3．約0　　　　7，815

372

3－300　　　　8，187

●飢）∴∴∴］直sS

l，313∴∴∴∴ら518

5，113　　　　日．160

交付公債
鯉∴韻∴偵
公∴麿　債

起　債　計

土地樹発基金
一般会計借入金

合　　計

（注）道企業局資料によるo搬対輌積㈱・00Ohaで・肋けは、賄地7，300ha、公有地2，500ha．
なお、追加買収や埋立で放線的（二は1万2，000haIこなるとみられる．

たい．「
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
開
発
」
と
い

う
巨
大
開
発
に
お
い
て
、
東
部
と
い
う
の
は
道

央
耕
運
都
市
の
重
点
施
籍
で
あ
っ
た
苫
小
牧
臨

海
工
業
地
帯
の
東
側
に
約
一
万
二
〇
〇
〇
㌶
の

土
地
を
確
保
し
て
、
新
た
な
基
地
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
苫
東
開
発
の
先
行
性
と

は
、
具
体
的
に
は
次
の
四
点
あ
た
り
が
一
応
の

指
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
①
現
行
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
性
格
⑧
四
七
年
度
着
工
予
算

⑨
必
要
用
地
の
基
本
部
分
の
先
行
取
得
実
績
④

民
間
主
導
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
発
足
　
－
　
な
ど

で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
苫
東
計
画
の
現
行
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
実
施
計
画
と
し
て
の
側
面
を
つ
よ

く
も
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
計

画
は
道
お
よ
び
道
開
発
庁
に
委
嘱
さ
れ
て
、
日

本
工
業
立
地
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
も
の
で
、

昨
年
四
月
に
公
表
さ
れ
、
そ
の
後
八
月
に
開
発

庁
は
、
正
式
に
基
本
計
画
と
し
て
採
用
し
た
。

大
隅
や
む
つ
小
川
原
で
も
塞
本
計
画
が
発
表

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
案
」
と
か
、
第

〇
次
計
画
と
い
う
具
合
に
、
形
式
上
は
地
域
住

民
な
ど
の
反
応
い
か
ん
で
変
更
が
あ
り
う
る
と

い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
苫
東
の
場

合
は
、
住
民
に
対
し
て
一
度
も
形
式
の
上
で
す

ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
せ
ず
、
ま
っ
た
く
天
下
り

的
に
と
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
碧
実
上
、
実
施

計
画
に
昇
格
さ
せ
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
色

が
あ
る
。

道
庁
は
や
り
に
ふ
れ
「
絵
に
す
ぎ
な
い
」
と

言
明
す
る
が
、
そ
れ
は

住
民
サ
イ
ド
か
ら
の
批

判
に
対
し
て
変
更
が
あ

り
う
る
と
い
う
次
元
と

異
な
っ
て
、
企
業
立
地

上
の
見
通
し
の
不
安
を

表
明
し
た
も
の
で
あ

る。

第
二
点
は
、
苫
東
新

藩
の
港
湾
建
設
寅
が
昨

年
度
か
ら
出
発
し
た
第

四
次
繕
湾
整
備
五
九
年

計
画
の
一
環
と
し
て
、

鍋
∴
鉛

本
年
度
八
億
円
の
雷
業
親
槙
で
着
工
予
算
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
事
案
の
中
身
で
作
業

基
地
と
外
勝
抜
堤
の
一
部
を
予
定
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
す
で
に
模
型
実
験
が
完
了
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
九
月
中
に
苫
小
牧

園
の
線
引
き
を
終
え
て
工
事
用
途
地
域
指
定
が

な
さ
れ
直
ち
に
港
湾
審
議
会
に
諮
っ
て
着
工
す

る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
る
。

第
三
点
は
、
道
庁
に
よ
る
用
地
先
行
取
得
の

実
績
で
あ
る
が
、
こ
の
実
績
こ
そ
苫
束
計
画
を

特
徴
づ
け
る
諸
問
題
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。
道
庁
は
当
初
予
冠
用
地
一
万
㍍
の

七
割
を
占
め
る
民
有
地
の
八
六
％
に
あ
た
る
六

二
六
一
㌶
を
四
六
年
度
ま
で
に
買
収
し
、
公
有

地
と
あ
わ
せ
て
九
〇
％
の
用
地
を
確
保
し
た
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
現
行
の
買
収
方
式
は
九
月

い
っ
ぱ
い
ま
で
と
し
、
そ
れ
以
降
は
土
地
収
用

法
と
区
画
整
理
方
式
に
よ
っ
て
未
買
収
用
地
の

確
保
に
当
た
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

第
四
の
指
標
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
い
わ
れ

る
苫
小
牧
東
都
開
発
（
株
）
の
発
足
で
あ
る

が
、
む
つ
小
川
原
開
発
（
株
）
の
方
が
一
年
以

上
も
設
立
時
の
点
で
は
早
い
。
し
か
し
、
七
月

一
七
日
発
足
し
た
苫
小
牧
東
都
開
発
（
株
）
は

用
地
の
取
得
に
つ
い
て
の
課
題
は
道
庁
が
す
で

に
果
た
し
て
お
り
、
造
成
、
分
譲
、
企
業
誘
致

な
ど
の
本
葉
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
取
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
重
要
な
柱
は
工
業
開
発

計
画
、
捲
湾
計
画
、
都
市
住
宅
計
画
の
三
本
で

あ
る
が
　
（
第
1
表
参
照
）
、
こ
の
基
本
計
画
は

自
己
に
固
有
の
有
利
理
に
つ
い
て
冒
頭
部
分
で

四
点
に
わ
た
り
開
発
適
地
と
し
て
の
模
範
生
ぶ

り
を
披
露
し
て
い
る
。

第
一
点
は
、
遠
隔
地
大
規
模
工
業
開
発
の
一

一
候
補
地
中
で
三
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
ほ
ど
の

2
2
7
8
9
3
棚
柳
的
0
0
陶
物

幼
二
日
　
　
　
1
4
2
3
2
0

62－鮒
補
拙
約
3
1
2
－
5
5
3
7
駒

一区

馬
食
　
　
　
財
　
　
　
源

大
観
摸
性
で
あ
り
、
第
二
は
沙
流
川
、
鵡
川
、

石
狩
川
の
各
水
系
か
ら
日
量
約
三
〇
〇
万
ト
ン
の

取
水
が
工
業
用
水
と
し
て
可
能
な
こ
と
で
あ

る
。
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
周
防
灘
開
発
が
再

検
討
さ
れ
、
む
つ
小
川
原
が
当
初
よ
り
縮
小
さ

れ
て
い
る
の
で
、
苫
東
地
区
の
開
発
対
象
面
積
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鱒）中畑耕作目的売買価格年次別動向‘

9．12’72

胆振支庁管内及び厚真町内の中田

40　4142　43　44　45（年度）

（潅）北海道農業会議資料より引用

は
現
在
、
最
大
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
陸
、
海
、
空
の
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、

中
枢
管
理
機
能
を
高
め
て
い
る
札
幌
に
近
距
離

で
あ
る
。
第
四
竺
一
つ
の
意
味
で
開
発
の
熟
度

が
高
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は

新
産
都
市
の
実
績
に
よ
る
一
定
の
工
業
集
積
、

都
市
実
績
で
あ
り
、
他
の
ひ
と
つ
は
、
ほ
か
の

候
補
地
で
用
地
取
得
段
階
で
難
関
に
直
面
し
て

い
る
の
に
対
し
て
大
方
の
民
有
地
の
買
収
を
終

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

用
地
の
先
行
取
得
に
総
力

き
き
に
あ
げ
た
先
行
蛙
を
示
す
諸
指
標
は
、

い
ず
れ
も
道
庁
の
用
地
先
行
取
得
を
踏
み
台
と

し
て
い
る
。
着
工
予
算
の
件
や
第
三
セ
ク
タ
ー

の
機
動
性
と
用
地
先
行
取
得
の
関
連
は
自
明
で

あ
る
。
ま
た
、
基
本
計
画
が
実
施
計
画
に
近
い

と
い
わ
れ
る
の
は
、
．
苫
東
で
は
こ
の
計
画
が
土

地
取
得
を
ふ
ま
え
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
土
地
収
奪
円
滑
化
の
た
め
の
住
民
対
策
的

な
内
容
が
一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
特
徴

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
一
フ
ン
が

述
べ
て
い
る
の
は
す
べ
て
工
業
と
捲
湾
、
従
業

員
住
宅
な
ど
に
尽
き
、
地
域
住
民
に
関
連
す
る

こ
と
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
あ
る
。
要
す
る
に
ニ
ュ

ー
コ
ロ
ニ
ー
計
画
と
呼
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

道
庁
は
用
地
先
行
取
得
に
命
運
を
賭
け
、
そ

の
ね
ら
い
は
基
本
的
に
的
中
し
た
と
い
っ
て
よ

い
。
第
2
表
は
遭
庁
が
二
五
〇
億
円
の
予
定
で

行
な
っ
て
い
る
用
地
先
行
取
得
の
実
績
だ
が
、

道
庁
は
こ
れ
だ
け
の
巨
費
を
投
じ
て
ま
で
、
ど

う
し
て
一
万
第
の
先
行
取
得
に
踏
み
き
っ
た
の

か
。
そ
の
回
答
は
至
極
蘭
学
で
あ
る
。

全
国
各
地
域
間
の
企
業
誘
致
合
戦
で
確
実
に

勝
つ
た
め
に
北
海
道
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

ま
と
ま
っ
た
土
地
を
安

価
に
供
給
す
る
以
外
に

な
い
と
判
断
し
た
に
過

ぎ
た
い
。
前
会
総
に
先

立
つ
全
国
総
合
開
発
計

画
は
全
国
二
一
地
域
の

新
塵
都
市
、
王
将
地
域

の
開
発
拠
点
を
生
み
出

し
た
が
、
太
平
洋
ベ
ル

ト
地
帯
の
周
辺
以
外
に

は
、
期
待
さ
れ
た
ほ
ど

の
企
業
立
地
は
進
ま
な

か
っ
た
。
そ
の
状
況
下

で
、
ベ
ル
ト
地
帯
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
苫
小
牧

臨
海
部
に
ア
ル
、
、
、
付
電
力
付
石
油
化
学
と
い
っ

た
一
応
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
立
地
の
展
望
が
ひ
ら

け
た
最
大
の
要
因
は
地
価
水
準
に
あ
っ
た
。

四
〇
年
前
後
に
、
首
都
圏
内
最
低
の
地
価
水

準
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
立
地
点
で
あ
る
鹿
島
で
住
友

金
属
工
業
の
用
地
が
坪
八
〇
〇
〇
円
前
後
で
分

譲
さ
れ
た
の
に
比
べ
、
苫
小
牧
に
進
出
し
た
日

露
金
は
坪
二
五
〇
〇
円
で
取
得
し
た
。
ベ
ル
ト

地
帯
周
辺
の
競
合
地
域
よ
り
も
た
え
ず
四
分
の

一
な
い
し
五
分
の
一
の
地
価
水
準
を
維
持
し
、

工
業
用
地
の
供
給
を
行
な
う
こ
と
。
こ
れ
だ
け

し
か
遅
れ
て
い
る
北
海
道
経
済
の
産
業
鰭
進
を

高
め
る
出
発
点
に
な
り
え
な
い
と
い
う
の
が
、

新
全
総
下
の
よ
り
拡
大
さ
れ
た
拠
点
開
発
方
式

か
ら
の
発
想
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
苫
東
地
域
の
買
収
直
前
の
土
地

利
用
状
況
と
買
収
対
象
農
家
戸
数
を
み
る
と
、

こ
の
地
域
の
特
色
が
わ
か
る
。
開
発
対
象
土
地

面
積
は
苫
小
牧
市
七
六
〇
〇
㍍
、
厚
真
（
あ
づ

ま
）
町
三
三
〇
へ
ー
当
早
来
町
八
八
〇
㍍
計
九

八
〇
〇
㌶
で
あ
る
。
計
画
設
計
区
域
内
は
荒
涼

と
し
た
湿
原
が
多
く
、
開
拓
農
家
や
漁
家
な
ど

あ
わ
せ
て
二
〇
〇
戸
あ
ま
り
が
点
在
し
て
い
る

過
疎
の
地
で
あ
っ
た
が
、
地
権
者
は
実
に
三
〇

〇
〇
名
を
越
え
た
。
不
在
地
主
が
二
七
〇
〇
余

で
あ
り
、
地
主
の
多
く
は
、
三
三
〇
－
六
六
〇
平

方
詔
の
ミ
ニ
分
譲
地
所
有
者
が
多
く
、
五
〇
〇

〇
㍍
を
越
え
る
盤
家
関
係
分
の
確
保
い
か
ん
が

大
勢
を
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

四
ケ
タ
の
戸
数
の
移
転
問
題
を
ひ
き
お
こ
し

た
鹿
島
と
か
、
む
つ
小
川
原
開
発
（
注
1
）
に
比

べ
て
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
用
地
確
保
の
容
易
さ
を

一
応
指
摘
し
う
る
だ
ろ
う
。

一
〇
㌻
当
た
り
買
収
基
準
価
格
（
四
四
年
一

〇
月
に
道
庁
が
発
表
、
こ
の
価
格
で
買
収
開
始
）

は
水
田
が
三
二
万
円
、
畑
二
〇
万
円
、
採
草
放

牧
地
一
五
万
円
、
原
野
三
－
一
〇
万
円
で
あ

る
。
一
〇
㌻
当
た
り
の
地
域
の
地
価
水
準
は
別

図
に
示
さ
れ
て
い
る
。
厚
真
町
は
苫
小
牧
周
辺

の
農
業
中
心
地
区
で
、
道
内
で
は
上
位
等
級
米

田
碍
比
率
が
も
っ
と
も
高
い
。
な
お
四
四
年
以

降
は
基
韓
価
格
が
整
地
価
格
を
完
全
に
支
配
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
収
益
地
価
と
買
収
蕃
準
価

格
と
の
か
な
り
の
飛
躍
は
、
土
地
資
本
利
得
向

上
へ
の
期
待
や
高
地
価
の
も
と
で
の
営
盤
困
難

の
増
大
要
因
の
拡
大
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
脱

豊
へ
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

道
庁
は
、
こ
の
基
準
価
格
と
そ
れ
を
補
完
す

る
過
分
町
へ
の
代
替
地
斡
旋
、
移
転
補
償
、
さ

ら
に
離
箆
補
鰭
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
て
各
琵
家

に
買
収
工
作
は
入
り
、
四
六
年
末
ま
で
に
第
2

表
の
よ
う
な
実
績
を
あ
げ
た
が
、
そ
の
や
り
方

は
実
に
巧
妙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
前
述
の
一
般

的
な
買
収
の
容
易
さ
の
み
に
依
存
せ
ず
、
塞
本

計
画
の
公
表
が
土
地
投
機
を
刺
激
し
、
ス
プ
ロ

ー
ル
化
を
生
み
出
す
こ
と
を
極
度
に
聾
成
し

て
、
収
益
地
価
に
相
対
的
に
商
い
基
準
価
格
を

対
置
さ
せ
、
開
発
の
中
身
に
つ
い
て
は
何
も
示

さ
な
い
ま
ま
基
本
的
部
分
を
確
保
し
た
。

そ
の
時
期
も
、
「
内
地
」
の
先
発
地
で
公
害

に
対
す
る
住
民
運
動
が
高
ま
っ
て
は
い
た
が
、
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第3表　苫小牧東邦日東疎の出資郎川

（単位：100万雷、

民間側合計　1，000　　官側合計　1．000

（中央民間合計680）　北東公庫　　500
通

苫小牧計
厚∴其∴町
早　来∴町

（道内民間合計

拓　　　銀

道　　　銀

北洋相銀
道∴相∴集

王　子　線　　　20

告∴∴∴郎　　10

函ドック　　Io

苫小牧開発∴∴∴鈍
道　ガ　ス　　　3

苫小牧埠頭　　15
は　く　さん　　　　5

櫓的起業　　10
昌参拝嘗∴∴∴5
追機械開発　　　5
遇　官　選i∴∴5
栗林面会　　10

（詰鼠鞭道にもダ？
つ“く

04

長　　　銀　　　50

ほ動簿　認

全
国
っ
淳
々
昏
々
つ
竺
一
三
三
‥
－
ら
え
一
∴
一
三

お
っ
た
四
四
年
、
幸
三
二
三
露
天
な
土
空
室
斧

を
行
な
っ
キ
ー
つ
て
－
一
三
三
四
六
年
に
入
一
子
と
、

不
動
重
美
者
へ
三
雲
撃
も
広
範
に
な
り
、
買
収
の

ス
ピ
ー
ド
だ
す
こ
ぶ
る
鈍
く
な
り
、
道
庁
の
危

惧
し
て
い
た
事
態
が
起
こ
．
っ
た
。

し
か
し
、
未
買
収
部
分
は
全
体
か
ら
し
て
副

次
的
部
分
と
な
り
、
土
地
収
用
法
と
区
画
整
理

方
式
と
の
適
度
な
組
合
わ
せ
で
、
公
権
力
の
執

行
に
若
干
依
拠
す
る
程
度
で
用
地
の
先
行
取
得

は
、
基
本
的
に
解
決
さ
れ
る
と
い
う
自
信
を
も

っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

新
会
社
の
役
割
と
性
格

去
る
七
月
に
苫
小
牧
東
部
開
発
（
株
）
の
発

足
に
よ
っ
て
、
苫
東
開
発
は
そ
の
具
体
化
に
大

き
く
踏
み
出
し
た
が
、
こ
の
第
三
セ
ク
タ
ー
と

い
わ
れ
る
新
会
社
の
役
割
と
性
格
に
つ
い
て
、

手
短
に
述
べ
て
お
こ
う
。
第
3
表
は
出
資
機
関

及
び
会
社
の
一
驚
で
あ
る
が
、
む
つ
小
川
原
開

発
会
社
が
民
間
会
社
を
一
四
九
も
連
ね
な
の
に

対
し
苫
小
牧
で
は
五
一
社
に
し
ぼ
っ
て
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
中
心
は
中
央
の
金
融
機
関
と
総
合

商
社
で
あ
り
、
人
事
の
面
で
は
官
庁
の
天
下
り

人
事
を
極
力
排
し
て
、
こ
の
点
で
も
民
間
主
導

と
な
っ
て
い
る
。

新
会
社
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、
①
道
庁
か

ら
の
用
地
の
買
い
取
り
、
長
期
に
回
収
さ
れ
る

造
成
費
周
な
ど
の
た
め
の
長
期
資
金
調
達
の
た

め
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
機
関
と
し
て
の
役
割
⑨
誘

貴
会
妄
－
）
重
宝
、
雲
芸
三
三
一
人
達
詞

や
ニ
ー
一
・
・
タ
ウ
ン
を
三
二
三
基
地
関

連
の
・
套
規
模
を
事
案
（
ご
上
奏
の
用
地

駁
程
、
事
業
担
当
グ
カ
ー
ブ
の
調
整

－
　
な
ど
の
重
要
な
活
動
分
野
を
通

じ
て
日
本
の
支
配
的
資
本
に
対
し
て

新
た
な
、
し
か
も
安
定
し
た
蓄
積
基

盤
を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。

た
と
え
ば
用
地
先
行
取
得
に
開
通

し
て
い
え
ば
、
苫
東
地
域
で
は
土
地

資
本
利
得
を
め
ざ
す
投
機
を
す
べ
て

排
除
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現

．
¢
　
　
0
　
0
0
－
0
－

9
－
　
　
．
1
　
3
　
〃
－
●
　
1

3

代
資
本
主
義
が
地
域
開
発
も
し
く
は

国
土
開
発
に
延
命
範
を
求
め
る
背
景
に
、
遊
休

資
本
の
深
刻
な
過
剰
蓄
積
が
検
た
わ
っ
て
い
る

以
上
、
開
発
政
範
は
土
地
資
本
利
得
を
め
ざ
す

投
機
を
一
定
範
囲
で
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

苫
東
地
域
で
は
、
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
か
。
苫
東
の
一
万
㌶
の
主
要
部

分
は
、
先
行
取
得
の
実
績
の
う
え
に
工
場
進
出

企
業
に
格
安
の
分
譲
地
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。

土
地
利
得
が
問
題
と
な
る
の
は
、
旧
北
炭
観

光
な
ど
が
周
辺
地
域
に
膨
大
な
土
地
集
積
を
し

て
い
る
こ
と
を
基
盤
と
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
、
新
交
通
網
体
系
そ

の
他
の
草
葉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
蒲
実
に

大
が
か
り
な
利
得
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
な
形
を

通
じ
て
で
あ
ろ
う
。
土
地
利
得
に
関
し
て
は
、

工
業
用
地
部
分
は
道
の
先
行
取
得
で
ス
プ
ロ
ー

ル
化
を
阻
止
し
、
大
手
業
者
は
そ
の
周
辺
に
大

愚
の
土
地
を
集
積
す
る
と
い
う
土
地
戦
略
は
、

銀
錬
鉄
銀
鉱
銀
鉱
鉄
鎖
銀
錬

士
友
菱
和
海
井
和
和
声
玉
陽

東
三
筋
大
神
帝
大

5

5

5

5

0

0

0

0

0

　

●

　

0

0

0

0

0

0

　

o

2
一
2
2
－
2
一
2
2
一
2
－
2
－
2
‥
l
〃
▲
l
 
l
－
1
－
‘
＿
・
●
－

軍
産
純
忠
奉
拝
ン
発
松
三
菱
友
井
田
央
洋
や

粥
藤
講
読

一
三
二
丸
竹
佳
日
卜
安
兼

三
億
三
安
中
乗
員

基
本
的
に
成
功
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
用
地
取
得
は
、
今
後
も
同
じ
ペ

ー
ス
で
展
開
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
こ
で

は
、
ま
ず
企
業
進
出
と
公
害
問
題
に
つ
い
て

二
、
三
に
限
定
し
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。

企
業
進
出
動
向
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
公

式
に
進
出
希
望
が
出
て
い
る
の
は
石
油
精
製
、

石
油
化
学
、
非
鉄
で
計
六
社
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
石
油
滞
製
は
基
本
計
画
を
上
回
っ
て
お
り
、

進
出
話
墓
は
さ
ら
に
ふ
え
る
気
配
も
あ
る
。

こ
の
動
き
は
石
油
滞
製
部
門
の
市
場
シ
ェ
ア

確
保
を
め
ざ
す
企
業
間
競
争
の
激
烈
さ
を
反
映

し
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
最
近
の
シ
ベ
リ

ア
の
チ
ュ
メ
ニ
油
田
開
発
へ
の
思
惑
が
が
ら
ん

で
い
る
。
と
こ
ろ
が
非
鉄
を
の
ぞ
く
と
、
他
は

進
出
の
見
通
し
が
暗
く
、
最
近
の
苫
小
牧
市
の

予
測
で
は
、
鉄
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
六
〇
年

代
以
降
と
い
う
さ
び
し
い
見
方
で
あ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
工
場
区
域
設
計
の
変
更
ま
で

問
題
と
せ
ざ
る
を
え
を
い
萬
態
が
十
分
に
予
想

さ
れ
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
の
企
業
間
調
整
機
能

と
い
っ
て
も
、
二
足
の
ワ
ク
の
な
か
で
の
み
可

能
と
な
る
の
で
あ
り
、
複
合
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

理
想
的
な
形
で
の
実
現
は
、
至
難
の
わ
ざ
と
い

わ
ね
は
な
る
ま
い
。

こ
の
点
は
、
環
境
破
額
を
考
慮
し
た
場
合
に

は
一
層
、
問
題
が
表
面
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
予
定
ど
お
り
計
画
対
象
業
種
の
企
業
が
立

地
し
た
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、

ア
ル
、
、
、
製
練
の
フ
ッ
素
ガ
ス
、
産
業
廃
棄
物
、

と
く
に
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
赤
泥
、
さ
ら
に
湿
排

水
な
ど
で
直
ち
に
懸
念
さ
れ
る
問
題
が
生
じ
て

く
る
で
あ
ろ
う
（
注
2
）
。

現
在
、
道
内
の
漁
民
そ
の
他
が
伊
達
火
力
発

電
設
置
に
対
し
て
温
排
水
、
大
気
汚
染
な
ど
を

理
由
に
反
対
運
動
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
火
力
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の
出
力
は
、
七
〇
万
㌔
㍗
時
で
あ
る
の
に
対
し

て
苫
小
牧
東
都
は
、
な
ん
と
こ
の
九
倍
の
六
〇

〇
万
●
義
㌣
時
の
出
力
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
年
産
－
0
0
万
、
シ
の
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ
ム
製
練
工

場
は
ど
う
か
。
年
産
一
〇
万
ト
ン
規
模
の
日
経
金

蒲
原
工
場
、
三
菱
化
成
直
江
津
工
場
で
さ
え
付

近
の
森
林
は
全
部
枯
れ
、
周
辺
の
農
家
と
た
え

ず
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
お
り
、
一
〇
〇
万
ト
ン

と
も
な
れ
ば
、
い
か
に
広
大
さ
が
売
り
も
の
の

北
海
道
で
す
ら
許
容
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。

四
日
市
判
決
な
ど
で
の
一
連
の
企
業
り
国
‖

県
側
の
敗
訴
と
い
う
亭
態
の
な
か
で
、
当
局
の

側
で
も
そ
れ
な
り
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

は
い
る
が
、
進
出
話
塾
の
企
業
側
か
ら
す
れ

ば
、
苫
小
牧
を
選
択
す
る
重
要
な
契
機
の
ひ
と

つ
が
「
公
善
に
対
し
て
規
制
が
手
ぬ
る
い
」
こ

と
に
あ
る
。
現
に
青
森
県
当
局
な
ど
は
住
民
対

範
士
で
「
公
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
北
海

道
に
行
っ
て
も
ら
う
」
と
半
ば
公
言
し
て
は
ば

か
ら
な
い
実
情
な
ど
か
ら
考
え
で
も
、
苫
東
開

発
は
世
界
最
大
の
公
害
デ
パ
ー
ト
を
膳
築
す
る

危
険
が
渥
厚
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

住
民
の
対
応
と
展
望

こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
問
題
点
に
限
定
し

て
も
、
苫
東
開
発
計
画
は
け
っ
し
て
歓
迎
さ
れ

る
べ
き
憧
格
の
も
の
で
は
な
い
。
新
全
総
の
遭

内
股
で
あ
り
、
一
昨
年
、
閣
議
決
定
を
み
た
北

海
道
第
三
期
計
画
は
こ
の
東
都
開
発
を
最
大
の

目
玉
商
品
と
し
て
い
る
。
袴
が
、
三
期
計
画
は

非
地
域
性
産
業
と
い
わ
れ
る
基
礎
資
材
、
装
置

工
業
中
心
．
の
複
合
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
、
な
に
ゆ

え
に
道
民
生
活
の
向
上
に
姿
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
の
か
、
と
い
う
説
明
は
片
言
も
展
開
し
て
い

ない。他
方
、
こ
う
し
た
巨
大
開
発
へ
の
地
域
住
民

側
の
反
応
は
明
確
で
な
い
。
特
徴
的
に
い
え
る

こ
と
は
、
住
民
の
積
極
的
な
対
応
は
こ
れ
ま
で

す
べ
て
開
発
推
進
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
、
批

判
的
な
対
応
が
組
織
的
に
見
ら
れ
た
の
は
、
わ

ず
か
三
〇
戸
弱
を
構
成
員
と
す
る
厚
真
町
の
浜

厚
真
漁
協
の
み
で
あ
る
。

ひ
と
こ
と
で
表
現
す
れ
ば
、
周
辺
の
地
域
住

民
の
大
半
が
開
発
に
対
し
て
素
朴
な
期
待
を
捨

て
て
い
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

見
方
は
、
去
る
七
月
に
行
な
わ
れ
た
厚
真
の
町

長
選
挙
と
、
わ
れ
わ
れ
が
咋
年
の
暮
れ
に
実
施

し
た
同
町
の
全
戸
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
の

結
果
に
基
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

選
挙
戦
は
、
「
皇
柴
を
守
り
な
が
ら
開
発
を

受
け
入
れ
よ
う
」
と
い
う
保
守
系
現
町
長
に
対

し
て
、
元
道
庁
建
設
部
次
長
の
経
歴
を
も
ち
、

「
積
極
的
に
開
発
を
推
進
す
る
」
立
場
の
新
人

が
挑
戦
し
、
後
者
が
大
差
で
勝
っ
て
い
る
。
厚

真
町
は
道
内
で
は
米
の
品
質
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
あ
る
が
、
減
反
政
策
な
ど
で
寛
家
の
相
当

部
分
に
動
揺
が
生
じ
て
お
り
、
彼
ら
の
多
く
は

東
部
開
発
に
よ
っ
て
住
宅
団
地
と
か
竣
工
薬
が

町
内
に
進
出
し
な
り
、
参
る
恒
は
用
地
を
提
供

し
て
町
外
に
出
る
こ
と
で
、
よ
り
ま
し
な
生
活

が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
巨
大
開
発
に
賛
成

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

む
つ
小
川
原
の
開
発
中
心
地
で
あ
る
六
ヶ
所

村
内
の
情
勢
は
流
動
的
で
め
る
と
は
い
え
、
依

然
と
し
て
根
強
い
巨
大
開
発
へ
の
科
学
的
立
場

か
ら
の
批
判
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
苫
小
牧
市

及
び
周
辺
町
村
の
住
民
意
識
も
傾
向
的
に
は
同

じ
発
展
を
示
す
も
の
と
確
信
し
て
い
る
が
、
当

思
楽
観
を
許
さ
な
い
。

北
海
道
の
百
年
が
お
上
の
開
発
に
依
拠
し
て

蹄
羅
講
評
鵠
結
納

件
を
フ
ル
に
利
用
し
、
他
県
に
比
し
て
大
き
な

財
政
的
規
模
に
も
の
を
い
わ
せ
て
二
五
〇
億
円

も
の
先
行
投
資
を
挙
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
開

発
行
為
者
は
す
で
に
一
万
㌶
の
土
地
を
集
積
し

て
い
る
と
い
う
蜜
実
は
動
か
し
が
た
く
横
た
わ

っ
て
い
る
。
野
党
や
批
判
勢
力
の
側
も
無
関
心

で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
無
批
判
的
な
推
進
派

を
抱
え
て
い
る
喜
情
も
兄
の
が
せ
な
い
。

し
か
し
、
苫
東
地
域
周
辺
の
寛
漁
村
に
は
生

産
力
的
ほ
み
て
発
展
軌
道
を
、
み
ず
か
ら
き
り

ひ
ら
い
て
い
け
る
展
望
を
も
っ
た
広
範
な
小
生

産
者
層
が
存
在
し
て
い
る
。
環
境
の
広
域
的
破

壊
の
お
そ
れ
は
、
い
ず
れ
住
民
運
動
を
と
ら
え

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
赤
泥
海
洋

投
薬
反
対
運
動
の
実
績
を
も
つ
東
日
本
一
帯
の

漁
民
の
努
力
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
で
あ

ろ
え
ノ
。わ

れ
わ
れ
が
新
全
総
計
画
に
対
置
し
て
地
裁

の
開
発
を
提
起
す
る
立
場
は
、
産
薫
間
、
地
域

間
の
経
済
的
不
均
等
発
展
の
な
か
で
た
ち
遅
れ

を
を
た
し
て
い
る
産
業
及
び
地
域
の
自
生
的
な

発
展
を
、
ど
の
よ
う
に
計
画
的
は
推
進
す
る
か

と
い
う
原
点
に
立
脚
し
て
い
る
。
こ
の
立
場
か

ら
の
地
域
開
発
は
地
域
総
合
開
発
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
自
然
と
か
文
化
を
も
含
め
て
総
合
的
な

地
域
社
会
の
発
展
を
展
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
む
つ
小
川
原
や
苫
小
牧
は
日

本
人
が
う
ま
い
も
の
を
た
べ
る
た
め
の
台
所
だ

と
い
っ
た
、
極
端
な
地
域
間
分
業
を
主
張
す
る

下
河
辺
氏
流
の
発
想
か
ら
の
根
本
朝
な
転
換
が

必
要
で
あ
り
、
逆
に
巨
大
開
発
が
な
く
て
も
苫

小
牧
周
辺
の
地
域
経
済
は
十
分
発
展
性
を
も
っ

て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
実
証
ず
み
の
こ
と
で

あ
る
（
注
3
）
。
確
か
に
ベ
ル
ト
地
帯
か
ら
の

「
遠
隔
地
」
の
な
か
で
、
と
く
に
北
海
道
に
は

開
発
余
地
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
切
り
捨

て
と
免
の
地
域
間
分
業
と
し
て
の
巨
大
開
発
に

わ
れ
わ
れ
の
貫
重
な
「
遠
隔
地
」
を
委
ね
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

注
（
1
）
　
鹿
島
は
四
五
年
末
ま
で
に
県
が
一
一
七
四

件
の
家
屋
移
転
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
む
つ
小

川
原
の
開
発
当
初
案
で
は
二
三
地
区
六
四
〇
〇

人
が
立
退
き
を
迫
ら
れ
る
も
の
な
っ
た
。

（
2
）
　
北
大
都
市
諒
理
工
学
の
井
上
力
太
教
授
ら

は
蕃
本
計
画
に
も
と
づ
く
試
算
結
果
を
示
し

て
、
再
三
、
道
民
に
密
告
を
発
し
て
い
る
。

（
3
）
　
北
海
学
園
大
学
の
池
田
教
授
を
中
心
と
し

た
作
菜
グ
ル
ー
プ
は
早
来
町
、
厚
真
町
、
鵡
川

町
等
の
豊
・
漁
業
が
優
秀
な
生
産
力
的
基
盤
を

も
っ
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

（
札
幌
籍
大
講
師
・
地
域
経
済
論
）


